
［成果情報名］浅耕小畦立播種機による大豆の苗立ち安定効果

［要約］本機は、小畦立て、未耕部への切り込みと浅耕播種を同時に行う作業機である。

耕起播種に比べて表面排水性が向上し初期の播種位置付近の土壌が乾き易くなり、播種後

の強い降雨でも安定した苗立ちが確保できる。
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［背景・ねらい］

浅耕播種栽培は、耕起播種栽培に比べて、地力の消耗や耕耘エネルギーが少ない栽培法

とされている。しかし、播種後の降雨に対しては、作土層の空隙率が小さいことから、十

分な排水対策がないと、出芽苗立ちの不安定さや生育初期の湿害を受けやすいと考えられ

ている。そこで、浅耕播種と同時に小畦立てを行う浅耕小畦立播種機を開発し、出芽苗立

ちと初期生育の安定を図る。

［成果の内容・特徴］

１．本機は、ロータリをベースに浅耕用 型爪、排水溝及び畦盛り用ナタ爪、未耕部にL
切り込みを入れるための直刃ナタ爪、サイドディスクを組み合わせた浅耕畦立部と市

販の傾斜目皿式播種ユニットを用いた播種部で構成されており（図１）浅耕播種と小

畦立てを同時に行うことができる。

２．作業は、ロータリ耕深調整ハンドルとゲージホイールで浅耕深さの調整を行い、ロー

タリリヤカバーを少し浮かせた状態で浅耕播種する（図１ 。）

３．浅耕小畦立播種機を用いた、畦幅 、 、 の浅耕播種方式と、慣行耕起50cm 150cm 200cm
播種（平面耕 、市販ロータリ（ホルダタイプ）のナタ爪を 毎に内盛り配列とし） 50cm
たもののうち、播種後の激しい降雨にもかかわらず、浅耕畦立播種方式の苗立ち率は

７０％以上で、耕起播種方式の苗立ち率は著しく劣ったため出芽苗立ちの安定につな

がる （図１、２、表１ 。。 ）

４．浅耕畦立播種方式のうち、畦幅が狭くなるほど播種後１２日目における正常苗の割合

が高くなる傾向が見られ、初期生育の安定につながる（表１ 。）

５．浅耕播種部分の土壌水分は、平面耕に比べて土壌水分の低下が速い（図２、表２ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．浅耕小畦立播種は、基幹明渠、弾丸暗渠等の基本的な排水対策と組み合わせることが

重要である。

． 、 。２ ロータリのリヤカバーを利用した耕深制御は 畦を崩してしまうので避けた方がよい

３．排水性の向上は干ばつ害を助長する可能性があるが、未耕部分の土壌水分は比較的保

たれる。また、灌水する場合には、小畦の溝を利用すると効率的である。

４．本試験結果は、三重県の代表的土壌である灰色低地土の結果である。




